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「施策」総括表
危機管理体制の見直し・強化

外国人旅行者を含めた各地域での危機管理体制の強化

Ⅰ　主な取組の進捗状況（Plan･Do）

1回 1回 順調

実績 進捗状況

○観光危機管理計画や対応マニュアル、観光危機訓練等について広域化の推進

1

観光危機管理対応マ
ニュアルの見直し
（文化観光スポーツ
部観光政策課）

_

課題に応じた検討結果を整理
図上訓練の結果を踏まえて、明らかに
なった課題についてマニュアルの見直
しの必要性の検討を行う。

施策の方向

○ 危機に迅速かつ的確に対応するため、観光危機管理計画や対応マニュアル、観光危機訓練等について
広域化の推進、危機発生時の観光客への情報発信（多言語含む）に取り組み、危機が発生した際には、
国・市町村及び関係機関と連携し、観光客の安否確認等を行った上で必要な帰宅支援等の対応を着実に行う
ほか、危機発生時の観光客減少による観光事業者への影響を想定し、観光危機管理計画に基づいた取組を行
う。

関係部等 文化観光スポーツ部

令和４年度

主な取組
（所管部課）

決算
見込額
（千円）

活動指標（アウトプット）
活動概要

目標

沖縄観光推進ロードマップＰＤＣＡ（対象年度：令和４年度）
社会

施策展開 （１）－ア

施策 (1)-ア-②

ＰＤＣＡの判定⽅法及び区分 

「進捗状況」︓年度ごとの活動量を表す「活動指標(アウトプット)」に対する活動実績の状況を表す。 
令和４年度の活動指標の⽬標値に対する実績値の達成割合のほか、取組の進捗状
況を総合的に検討した上で、以下の５つの区分で判定。 

順調 
当該年度において計画どおり⼜はそれ以上取組を推進している 

（達成割合 90％以上） 

概ね順調 
年度別計画と⽐較して概ね取組を推進している 

（達成割合 75％以上〜90％未満） 

やや遅れ 
年度別計画と⽐較して若⼲の遅れがある 

（達成割合 60％以上〜75％未満） 

⼤幅遅れ 
年度別計画と⽐較して⼤幅に遅れている 

（達成割合 60％未満） 

未着⼿ 年度別計画に⽰した活動に未着⼿ 
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「R6 ⽬標値」 ︓現⾏のロードマップの最終年度である令和６年度に達成することを⽬指す⽬標値。 
 
「R4 達成率」 ︓基準値を起点として、令和４年度の計画値に対する成果指標の達成割合を表す。 
 
「R4 達成状況」︓基準値と実績値の⽐較により、以下の４つの区分で判定。 
 
前進 基準値と⽐較して指標が向上・改善している（達成率０％以上） 

横ばい 基準値と実績値が同値（達成率０％） 

後退 基準値と⽐較して指標が低下・悪化している（達成率０％未満） 

その他 直近の計画値としては定められていない、または検討中などの事由によるもの 

 
「⽬標値達成の⾒通し」 ︓令和６年度の⽬標値達成を⾒据えた現状の⾒通しを表す。 

年度ごとの実績値、計画値、⽬標値及び達成率等を総合的に検討した上
で、以下の４つの区分で判定。 

 

⽬標達成 現状において、⽬標値を達成している 

⽬標達成の 
⾒込み 

現状において、⽬標達成が⾒込める状況にあり、引き続き取組を推進する 

達成に努める 
現状において、⽬標達成が⾒込める状況にはないため、取組の改善が必要で
ある 

達成は困難 
現状において、⽬標達成が困難な状況にあり、取組の⼤幅な改善や新たな取
組が必要である 

 

Ⅱ　成果指標の達成状況（Do）
Ｒ６

目標値
Ｒ４

達成率
Ｒ４

達成状況Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
成果指標名 単位 基準値

実績値

25計画値

16

市町村の観光危機管理計画・マニュア
ル等の策定数

― 12

17
125.0% 前進

目標値達成の見通し

目標達成の見込み

担当部課名 文化観光スポーツ部観光振興課
達成状況の説明

令和４年度においては、目標値を達成。
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「施策」総括表
地元の食材等を活用した食と土産品の品質向上

観光産業と多様な産業との連携

Ⅰ　主な取組の進捗状況（Plan･Do）

20人 22人 順調

5

漁港施設等の有効活
用
（農林水産部漁港漁
場課）

－

検討地区数 仲里漁港フィッシャリーナにおいて、観
光施設としての賑わいづくりに向けた取
組等を検討を行った。

4

グリーン・ツーリズ
ムの推進
（農林水産部村づく
り計画課）

8,312

グリーン・ツーリズムインスト
ラクター養成数 農山漁村と都市との交流を促進するため

のグリーン・ツーリズム実践者の支援・
育成等を行った。

1地区 1地区 順調

実施 実施 順調

3

産業間連携おきなわ
ブランド戦略推進事
業
（商工労働部マーケ
ティング戦略推進
課）

21,981

産業横断的なブランディング及
びプロモーションの取組数

県職員だけでなく、観光関連事業者や食
品製造業者、バス会社等から延べ95名が
参加。ワークショップ形式で戦略的思考
のトレーニングやマーケティング及びブ
ランド戦略の考え方を学んだ。

3件 3件 順調

1

観光客１人当たりの
県内消費額（土産・
買物費）に関する調
査
（文化観光スポーツ
部観光政策課）

23,743

観光統計実態調査（国内客）及
び外国人観光客実態調査の実施
及び変動要因等の分析 国内外観光客へのアンケート調査を１回

実施する。

1回 1回 概ね順調

2

外国人のニーズを県
内事業者へ発信
（文化観光スポーツ
部観光振興課）

30,132

全ログの解析

目標とおりログ解析を実施

沖縄観光推進ロードマップＰＤＣＡ（対象年度：令和４年度）
経済

施策展開 （３）－ウ

施策 (3)-ウ-⑤

実績 進捗状況

○製造業等との連携を強化

施策の方向

○ 海外文化の影響を受けながら、独自の技法を発達させてきた、沖縄の伝統工芸については、多くの
観光客に魅力を発信する取組を強化する。加えて、製造業等との連携を強化することで、これまでに
なかった付加価値を生み出し、新たな観光需要を創出する。

関係部等 農林水産部、商工労働部、文化観光スポーツ部

令和４年度

主な取組
（所管部課）

決算
見込額

（千円）

活動指標（アウトプット）
活動概要

目標
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Ⅱ　成果指標の達成状況（Do）

Ⅲ 施策の推進状況の分析（Check）

64.1% 前進

担当部課名 文化観光スポーツ部観光政策課

達成状況の説明

県産品の戦略的なマーケティング支援やプロモーション展開、沖縄のソフトパワーを活用した観光メニュー開
発、グリーン・ツーリズム実践者の支援・育成などの取組により、１人当たり観光消費額（土産・買物費、飲食
費）の向上に繋がった。

【主な取組】
●観光客１人当たりの県内消費額（土産・買物費）に関する調査
・通年で調査を実施できるよう関係機関と早期に調整するとともに、回収数の向上に向けた取組を引き続き実施
する必要がある。

●外国人のニーズを県内事業者へ発信
・新型コロナウイルス感染症の影響による外国人観光客の大幅な減少に伴い、コロナ禍前の利用件数と大きく乖
離が生じている。

●産業間連携おきなわブランド戦略推進事業
・実行性の高いブランド戦略を策定するため、令和４年度は国内が中心だった消費者調査をよりエリアを広げる
必要性がある。
・ブランド戦略を形骸化させないため、その趣旨をブランド戦略の主体である県内事業者にもっと広げる必要性
がある。

●グリーン・ツーリズムの推進
・新型コロナの影響により、修学旅行の受入が減少しており、令和４年度は回復の傾向はみられるものの依然厳
しい状況にある。

●漁港施設等の有効活用
・令和６年度の法改正により、漁港用地活用範囲が広がることから、法改正の内容を踏まえた、漁港施設の有効
活用を検討する必要がある。

【成果指標】
・市場ニーズに対応した食嗜好やパッケージ等の新たなニーズ・課題に対応した県内企業の商品開発、デザイン
開発等を促進するとともに、体験交流型観光等の各種ツーリズムの充実強化を図ることで土産・買物費、飲食費
の更なる伸長を目指す。

19,462計画値

18,289

１人当たり観光消費額（土産・買物
費）

円 17,702

18,078

目標値達成の見通し

目標達成の見込み

Ｒ６
目標値

Ｒ４
達成率

Ｒ４
達成状況Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

成果指標名 単位 基準値
実績値
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Ⅳ　施策の推進戦略案（Action）

【主な取組】
●観光客１人当たりの県内消費額（土産・買物費）に関する調査
・通年で調査を実施できるよう関係機関と早期に調整するとともに、回答者へのインセンティブやアンケート調
査票の設置箇所を増やすなど、回収数の向上に努める。

●外国人のニーズを県内事業者へ発信
・外国人観光客の回復を見据え、引き続き多言語コンタクトセンターの運営が必要。

●産業間連携おきなわブランド戦略推進事業
・実行性の高いブランド戦略を策定するため、令和４年度は国内が中心だった消費者調査をよりエリアを広げる
ため、令和５年度では海外の主要就航エリアも調査対象とする。
・離島を含めた事業者ヒアリングを行い、戦略の主体であるブランドユーザーの事業者を広げていく。

●グリーン・ツーリズムの推進
・ホームページやＳＮＳ等の効率的な活用による利用者増加を図る取り組みや、各種イベントへの出展によるプ
ロモーション活動を継続し、観光客や県民等多くのターゲットに広く発信する。

●漁港施設等の有効活用
・法改正の内容を地元市町村や漁協と共有し、法改正の内容を踏まえた、漁港施設の活用に関する構想のヒアリ
ングを実施し、漁港施設の有効活用に関する検討を行う。

【成果指標】
・引き続き、市場ニーズの把握や体験交流型観光等の各種ツーリズムの推進などに取り組むとともに、観光産業
と多様な産業との連携に係る各種施策の充実強化に努める。
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「施策」総括表
教育旅行・交流の推進

着地型観光プログラム等の定着

Ⅰ　主な取組の進捗状況（Plan･Do）

沖縄のソフトパワー（歴史、自然、文化
等）を活用した観光メニュー開発やMICE
メニュー開発を行う民間企業等の自主的
な取り組みを支援した。

１件 ０件 大幅遅れ

10件 54件 順調

3

離島の魅力ある資源
を生かした観光コン
テンツの開発
（文化観光スポーツ
部観光振興課）

105,607

支援件数

1回 1回 概ね順調

2

離島観光活性化促進
事業
（文化観光スポーツ
部観光振興課）

122,637

離島観光のプロモーション実施
数

本島周辺15離島については、航空会社連
携プロモーションや県外での旅行博への
出展やメディアを活用したプロモーショ
ンを実施。また、各圏域ごとにおいて
も、展示会への出展やメディア、SNS等
を活用した各種プロモーションを実施し
た。

○観光プログラムの創出

1

離島１人あたり観光
消費額に関する調査
（文化観光スポーツ
部観光政策課）

23,743

観光統計実態調査の実施及び変
動要因等の分析

観光客へのアンケート調査を１回実施す
る。

施策の方向

○ 離島観光などの地域との交流に向け、離島観光の国際化や多様化する観光ニーズに対応するため、
国内外における離島の認知度向上、新たな旅行市場の開拓、離島の魅力ある資源を生かした観光プ
ログラムの創出に取り組む。

関係部等 文化観光スポーツ部

令和４年度

主な取組
（所管部課）

決算
見込額

（千円）

活動指標（アウトプット）
活動概要

目標

沖縄観光推進ロードマップＰＤＣＡ（対象年度：令和４年度）
社会 経済

施策展開 （３）－オ

施策 (3)-オ-③

実績 進捗状況
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Ⅱ　成果指標の達成状況（Do）

Ⅲ 施策の推進状況の分析（Check）

前進317%

担当部課名 文化観光スポーツ部観光政策課

達成状況の説明
観光客の滞在日数や１人当たり消費額の増加を図るため、関連する主な取組により離島誘客を実施し、令和4年度
の離島訪問者の割合は令和元年度比5.8％増（令和元年度28.8％→令和4年度34.6％）となった。
離島訪問者の割合が増加したことにより、１人当たりの観光消費額が増回したと推測されるため、離島プロモー
ション等の誘客促進に一定の効果があったものと考えている。

【主な取組】
●離島１人あたり観光消費額に関する調査
・通年で調査を実施できるようアンケート調査票の設置場所である各空港側と早期に調整するとともに、回収数
の向上に向けた取組を引き続き実施する必要がある。

●離島観光活性化促進事業
・各地域の特色あるコンテンツの掘り起こしや各関係機関との連携を図る必要がある。また、インバウンド需要
が回復する中、多言語対応等の受入体制の整備についても検討する必要がある。

●離島の魅力ある資源を生かした観光コンテンツの開発
・事業者より離島を活用した観光コンテンツ開発の申請がなかったことから、本事業における支援の内容につい
て、広く周知を図る必要がある。

【成果指標】
・離島誘客を促進することにより、離島への訪問者及び一人あたりの観光消費額の増加を図った。

69,147計画値

67,062

離島地域（久米島圏域）の１人当た
り観光消費額

円 62,893

76,121

目標値達成の見通し

目標達成

95,925計画値

93,033

目標値達成の見通し

目標達成

前進507%

95,532計画値

92,652

目標値達成の見通し

目標達成

前進377%
離島地域（宮古圏域）の１人当たり
観光消費額

円 86,891

108,585

離島地域（八重山圏域）の１人当た
り観光消費額

円 87,249

116,584

成果指標名 単位 基準値
実績値 Ｒ６

目標値
Ｒ４

達成率
Ｒ４

達成状況Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
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Ⅳ　施策の推進戦略案（Action）

【主な取組】
●離島１人あたり観光消費額に関する調査
・通年で調査を実施できるようアンケート調査票の設置場所である各空港側と早期に調整するとともに、アン
ケート調査票の設置箇所を増やすなど、回収数の向上に努める。

●離島観光活性化促進事業
・本島15周辺離島及び各圏域ごとの課題や解決策について共有を行いながら、関係機関等と連携し、高付加価値
コンテンツの掘り起こしや各離島の受入体制状況に配慮した誘客プロモーションについて検討を行う。

●離島の魅力ある資源を生かした観光コンテンツの開発
・補助事業を公募する段階で、「離島の魅力ある資源を生かした観光コンテンツの創出」を事例として挙げ、申
請を促す。

【成果指標】
・令和５年度以降も、積極的に離島観光の誘客促進を実施し、離島地域の一人当たりの観光消費額増を図ってい
く。
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